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麦類種子の休眠期間と打破方法に関する研究
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1　は　じ　め　に

収種直後の麦類桂子は休眠期間があるので．コンバイン．

乾燥機体系により採種した種子を早急に発芽検定する場合

や，採種園における種子審査の際に発芽検定で問題になる。

収穫直後における麦類種子の発芽検定法としては，従来吸

水後の低温処理が一般的であったが，その効果は不的確で

あった。

百足ら（1975）は小麦の世代促進技術の開発研究の中で

Ⅱ2021％夜と温度（11℃）処理を組合せた未成熟種子の

催芽法を報告した。筆者はこの方法を参考とし，特にH202

液の処理法について，1978年に予備試験を行い，1979年か

ら本試験を実施した。その結果卜恥021％浸種処理によ

り．小麦完熟種子の休眠打破が可能であったが，大麦につ

いては品種間差があり，その効果は不十分で新しい処理法

を見出す必要があった。

本試験により，的確で．省力的な休眠打破方法が明らか

にされ，麦短種子の発芽検定法を確立することができたの

で，その結果を報告する。

2　大麦並びに小麦における休眠期間の品種間差異

tl）供試材料と試験方法

小麦はアオバコムギとミヤギノコムギ，大麦はナトリオ

オムギ，ミノリムギ，ミユキオオムギ及び宮城12号を供試

した。

大麦は6月中旬，小麦は6月下旬にそれぞれ収穫し，架

乾燥後．手でもみおろしたものを使用した。穀粒水分は13

～14％である。浸種は常温にて20時間程度行い，十分吸水

後，シャーレにろ紙を3枚敷き，水を適宜浸し発芽床とし

100粒ずつ置床し3回反覆とした。

発芽調査は恒温室を使用，室温は20℃とし，乾燥防止の

ため，毎日水を噴霧した。

諏査は1979年は7月9日，1980年は7月3日から，それ

ぞれ約10日間隔で9回行い，9月25日まで実施した。

（2）試験結果及び考案

小麦：1979年．第1回調査の7月9日において，2品

種とも農産物検査法に示された発芽率％％以上となり．以

後各調査時期共に，いずれも90％以上となった。

19的年の調査結果を図1に示した。

第1回調査が7月3日で前年より6日早かったが，発芽
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率は41～55％と低下した。しかし第2回調査の7月14日以

降は．いずれも90％以上の発芽率を示した。

以上の結果からみて，供試した小麦2品種の休眠は認め

られるが．極めて短いと考える。

大麦：1979年，第7回調査の9月1日までは．各品種

とも，ほとんど発芽しないが，第8回調査の9月13日に至

り発芽率はミノリムギが86％．ナトリオオムギが57％，宮

城12号及びミユキオオムギは20％程度となったが．いずれ

も90％以上には達せず．かつ品種により発芽程度が異なっ

た。第9回調査の9月訪日では各品種とも発芽率は90％以

上となった。

1980年の調査では宮城12号は第8回調査の9月15日まで

ほとんど発芽しないが，そのはかの3品種の発芽率はわず

かながら向上する傾向がみられた。その程度はミノリムギ

がやや高い。各品種とも前年度と同様に第9回調査の9月

25日には．いずれも発芽率は90％以上となった。

2か年を通じてみろと，大麦の休眠過程に品種による年

次差はあるが，休眠が終了するのは，供試した各品種とも

成熟期後90日から100日程度と推察された。
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3　休載打破方法としてのH202液漫種濃度
と品種間差異

tlI　供試材料と試験方法

供試材料は前項試験と同じである。

且202液の浸種は常温で約20時間行った。E202液の％

調整は市販液をそのまま原液として希釈し，その濃度は7

月は1％から15％までの8段階，8月以降は1％から9％

まで5段階とし，更に対照の水没種を設けた。

良種後の置床はシャーレにろ紙を3枚敷き．H2021％

液を浸し，1区，100粒の2回反覆とした。置床期間中は

乾燥防止と殺菌をかねて，E2021％液を噴霧した。

調査を1979年は7月11日から．1980年は7月3日から実

施した。

12）試験結果及び考察

供試した7品種中，3品種の調査結果を表1に示した。

休眠打破のためのE202液浸種濃度を2か年を通じ，品

種別にみると，アオバコムギとミヤギノコムギは7月3日

調査において，1％酎こより休眠打破が可能となり．発芽

検定ができる。また，ナトリオオムギの7月3日調査にお

いては5％，7月11日と14日では3％．7月17日以降は1

％液浸種で．それぞれ休眠が打破され，発芽検定ができろ。

蓑1且202液疫種濃度と品種間差異
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更に8月21日以降は吸水後置床にE2021％液を浸し，

更に1％液を噴霧するだけで休眠は打破できる。

ミノリムギでは，7月3日の調査において，3％液浸種

により休眠を打破できる。7月11日以降は1％液でも可能

となり，かつ吸水後，置床に且2021％液を浸し，1％硬

を噴霧するだけで打破できる。

宮城12号については．処理時期が早い場合，年次によっ

て．定律濃度に変動がみられた。1979年は7月11日の調査

で5％，17日と26日は3％液が好適であった。その後，8

月21日では1％液がよく．吸水後，匿床に1％液を浸し，

1％液を噴霧するだけで打破できたが，1980年の場合，7

月25日まで，7％液を必要とし，8月6日と13日では3％

となり，8月訪日以降は1％液で休眠打破が可能となった。

ミユキオオムギでは年次変動がみられたが，2か年を通

じてみると，7月14日の調査では5％．17日から3％，8

月6日以降は1％で打破できる。また8月21日以降は吸水

後．置床にⅢ2021％液を浸し，1％液噴霧で休眠打破が

可能であった。

以上のように，E202液処理により休眠打破は可能であ

るが，特に大麦の場合．収穫直後の休眠初期では，高濃度

浸種を必要とし．休眠が進んだ段階では低濃度で打破でき

る。

更には吸水後，直射こエ2021％液を浸し，1％液を噴

霧するだけで打破ができるようになり，発芽検定が可能と

なる。

しかし前述のように．大麦の収穫直後における早期発芽

検定の場合，8202疫種濱度に品種間差がみられた。すな

わち発芽しやすい品種は，ミノリムギ，中間品種はナトリ

オオムギ，ややしにくい品種はミユキオオムギ，しにくい

品種は宮城12号である。

この傾向は休眠期間の品種間差とはば一致する。

また休眠が進んだ段階でのE202高感度液浸種では，発

芽障害や芽並びに根の伸長が抑制されるなどの障害が発生

した○　しかし極端な高濃度浸種を除き，若干の薬害は，・発

芽検定の場合無視できるものである。

4　　ま　　と　　め

この研究結果を総括すると，休眠期間は本試験で供試し

た小麦品種は極めて短く，大麦品種は成熟期後90～100日

程度と考えられた。

休眠打破による発芽検定法として，E202液良種濁度は，

小麦の場合1％が確実である。大麦の場合は，品種間にや

や差はあるが．6月下旬では10‰程度，7月上旬は5％程

度，7月中旬から8月中旬までは3％程度，8月下旬以降

は川で休眠打破が可能となり．発芽検定を的確に行うこ

とができる。


